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令和４年３月 18 日 

住民接種担当 部 

 

 

新型コロナワクチン住民接種の実施状況について 

 

 

１ 主旨 

 新型コロナワクチン追加（３回目）接種（以下、「３回目接種」という。）の状況や、５～

11 歳への接種（以下、「小児接種」という。）の概要等について、報告する。 

 

２ 区の接種状況等 

（１）接種状況 

 ３月 15 日時点で約 245,100 人の３回目接種が完了しており、対象者となる 18 歳以上人口

（788,727 人）に対する接種率は 31.1％となっている。 

 ※3 月 15 日から東京都が公表を開始した 3 回目接種の接種率には、区内医療機関で実施した個別接種

の実績が含まれていないため、実際の接種率よりも低く表示されている（都公表数字では 22.8%）。 

 

（２）優先接種や接種体制拡充の取組み 

現在、区では以下のとおり優先接種や接種体制拡充の取組みを実施している。 

取組み 対象者 接種会場 実施期間 

優先接種 

 

・エッセンシャルワーカーの区民 

・妊婦（及び同居配偶者等１名） 

・基礎疾患を有する方 

※区コールセンターで専用枠による受付 

集団接種会場 2/14～ 

・世田谷区在勤のエッセンシャルワ

ーカー（区外在住者） 

楽天グループ 

本社ビル 
3/7～ 

ウィークエンド夜間接種 

※金、土曜 PM9:00 まで 
・18 歳以上の区民 集団接種会場 3/18～ 

楽天グループ株式会社 

による接種 

・18 歳以上の区民 

・【再掲】世田谷区在勤のエッセンシ

ャルワーカー（区外在住者） 

楽天グループ 

本社ビル 
3/7～ 

目黒区による接種 ・18 歳以上の区民 
目黒区の集団接

種会場（３会場） 
2/24～ 

狛江市による接種 ・18 歳以上の区民 
狛江市の集団接

種会場（２会場） 

3/19、20、

21、26、27

の５日間 
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（３）高齢者施設等での接種状況・予定 

 ①高齢者施設の接種状況（３月 15 日現在） 

12 月 23 日から特別養護老人ホームを皮切りに接種を開始し、３月 15 日までに施設内

接種を希望する 202 施設、約 13,200 人（対象 224 施設、約 15,000 人）のうち 188 施設

（93％）で約 12,000 人（91％）の接種を実施した。なお、施設内接種を希望しない 22 施

設は集団接種会場等で接種を実施している。 

残りの 14 施設も日程を調整しており、高齢者施設の入所者及び従事者の接種を３月中

に完了する予定である。 

②障害者施設等（３月 15 日現在） 

ａ 障害者施設における巡回接種 

高齢者施設の巡回接種チームを活用し、１月 28 日より巡回接種を開始し、３月 15 日

時点で、51 施設（希望施設 52 施設）、979 人の接種を実施した。３月中を目途に希望す

る施設の接種を完了する予定である。 

ｂ 施設職員同行による集団接種会場での接種 

施設での接種場所が確保できない等の理由により巡回接種が難しい場合に対応する

ため、１、２回目と同様、保健医療福祉総合プラザ（うめとぴあ内）の集団接種会場に

施設職員が同行することを条件として、施設向けの専用枠を設ける。２月 24 日に実施

し、希望する２施設、利用者 13 人の接種を行った。なお、体調不良等により巡回接種

を受けられなかった利用者を対象に、３月についても施設向けの専用枠を設けること

とし、17 日と 24 日に実施する予定である。 

ｃ 障害者専用接種会場 

４月から５月の４日間、保健医療福祉総合プラザ（うめとぴあ内）に障害者の専用枠

を設ける。１、２回目と同様に一人当たりの接種時間を長く見込み、適切な支援を行う。 

 

３ 小児接種について 

（１）集団接種 

 ３月 12 日（土）から区の集団接種会場で小児（５～11 歳）を対象とした接種を開始した。 

 

（２）個別接種 

 区内の医療機関で実施する個別接種は、３月 19 日以降、準備が整った医療機関から順次

実施する（現時点で、約 80 か所の医療機関で実施予定）。 

 

（３）基礎疾患を有するなど重症化するリスクが高い小児や障害児への対応 

 ①基礎疾患を有するなど重症化するリスクが高い小児への対応 

基礎疾患を有する等、重症化するリスクが高い小児については、一般の集団接種会場

で優先的に接種を受けられる予約枠を確保し、世田谷区新型コロナワクチンコールで予

約を受け付けている（電話予約のみ。インターネットからの予約は不可）。 

 ②障害児への対応 

集団接種会場の一部の時間を区切り、障害児が落ち着いてワクチン接種を受けられる

よう一人あたりの所要時間に余裕を持たせるとともに、必要な支援や介助等に対応する

「障害児枠」を設ける。 


